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In order to promote the efficient maintenance, management and operation of urban parks, we will identify new 

technologies that are highly useful and at the stage of implementation in urban parks, and develop methods for their 

implementation. In FY2023, we identified several new technologies that can be implemented in large-scale parks, 

and conducted interview surveys with park managers and developers of the new technologies, and field surveys of 

parks that have introduced them. In addition, based on these materials, we examined and organized each case of 

new technology, and created a draft guide for the use of each new technology. 

 

［研究目的及び経緯］ 

人口減少・少子高齢化が進展する中で、労働力の不

足が見込まれ、国土交通省の各種公共事業等の分野に

おいても、生産性向上が不可欠となっている。これら

の課題解決に向けた新技術の導入に関し、公園緑地分

野においては適用可能な新技術は多いが、その実装化

にあたっての課題を十分に検討していないために、適

用されていない有用な新技術が多数存在する。そのた

め、本研究では、過年度の研究より明らかとなったこ

れらの導入事例について、いくつかの事例を抽出し、

その実装化に向けた具体的な検討を進めることとして

いる。 

令和５年度は、大規模公園で実装可能な新技術とし

て、自動芝刈り機、ドローン、獣害対策を抽出し、導入

している公園の公園管理者等へのヒアリング及び現地

調査を実施するとともに、対象新技術の開発業者等へ

のヒアリング調査を実施した。また、それらの資料を

元に、対象新技術毎に大規模公園における導入手法に

ついて検討・整理を行なうとともに、それぞれ活用の

手引き（素案）を作成した。 

 

［研究内容］ 

1. 大規模公園で実装可能な新技術の抽出及び調査 

(1) 新技術の抽出 

都市公園のうち主に大規模公園において維持管理の

効率化・高度化等の面で有用性が高くかつ一部の公園

で既に運用が始まっているなど実装可能な段階にある

と考えられる新技術を３事例抽出した。抽出した新技

術は、自動芝刈り機、ドローン、獣害対策である。 

(2) 公園管理者等へのヒアリング調査及び現地調査 

1.(1)で抽出した３つの対象新技術毎に、大規模公

園で導入している箇所を中心に４～５箇所に導入実態

（新技術の概要、導入経緯、利用方法、維持管理、従

来方法との比較、課題・留意点）についてのヒアリン

グ調査を行なった。調査方法は、対象新技術毎に調査

票を作成し、公園管理者等に対して電話・電子メール

（一部 WEB 会議）によりヒアリングや資料請求による

補足を行った。また、３つの対象新技術毎に、１箇所

の現地調査を行った。（表-1） 

 (3) 新技術開発業者等へのヒアリング調査 

1.(1)で抽出した対象新技術毎に、1.(2)の箇所で用

いられている新技術の製品の開発業者等を中心にそれ

ぞれ３社抽出し、新技術の概要や課題・開発動向等に

ついてのヒアリング調査を行った。（表-2） 

ヒアリング調査を行なうにあたり、該当新技術を都

市公園へ一層普及をしていくにあたっての課題（例：

ロボット芝刈り機における RTK-GNSS の利用等）を事

前に整理した。 

2. 活用の手引き（素案）作成 

表-1 公園管理者等へのヒアリング調査及び現地調査箇所 

表-2 新技術開発業者等へのヒアリング調査対象 



 

 
 

(1)対象新技術毎の導入手法についての検討・整理 

1.で抽出した３つの対象新技術毎に、主に大規模公

園で活用する際の必要事項について検討・整理した。

主な検討・整理項目は、以下の項目のとおりである。 

【検討・整理項目】 

利用目的の分類整理、該当新技術の特徴、導入可能

な都市公園の特徴、導入スケジュール、利用方法、維

持管理方法、導入・運用コスト等、利便性・有用性、

想定されるリスク・課題、今後改良すべき事項  

(2) 活用の手引き（素案）の作成 

1.(1)で抽出した対象新技術毎に、過年度調査結

果、1.及び 2.(1)の調査結果等をもとに、公園管理者

が活用可能な個別新技術に関する大規模公園における

活用の手引き（素案）（A4 版 14～20 頁程度）を作成

した。 

 

［研究成果］ 

 以下に抜粋して、研究成果を示す。 

1. 大規模公園で実装可能な新技術の抽出及び調査 

 対象新技術毎の概要（公園における利用目的、新技

術の活用方法、①対象新技術（要素技術）の整品化等

の動向、②導入実態）を表-3 に示す。また、自動芝

刈り機の事例として、現地調査におけるデモ稼働及び

日中の保管に必要なチャージステーションハウスの設

置例を写真-1 に示す。 

2. 活用の手引き（素案）作成 

(1) 対象新技術毎の導入手法についての検討・整理 

1.などをもとに、対象新技術毎に導入手法について

の検討・整理した内容の抜粋（公園管理者における課

題・留意点等、技術開発に関わる動向、導入にあたっ

ての方針）を表-3 に示す。自動芝刈り機では、導入

にあたっての方針として、①国営公園等の有料公園で

夜間に人が立ち入らない状況で稼働が望ましい。②日

中保管のためのチャージステーションハウスの設置が

望ましい。③広い芝生広場では、現状では、区域を分

割した複数台の導入が必要などが挙げられる。今後、

RTK-GNSS を用いた効率走行で最大稼働エリアが広が

る機器の市場への導入が予定されており、今後の開発

動向に着目する必要がある。また、都市公園における

ドローンの導入用途と事例を図-1 に示す。 

 (2) 活用の手引き（素案）の作成 

 導入可能機器の種類、実装化の段階等により、目次

立ては異なるが、自動芝刈り機、ドローン及び獣害対

策技術のうち獣害対策技術の活用の手引き（素案）の

目次について、図-2 に示す。 

［成果の活用］ 

 公園管理者が活用可能な大規模公園におけるそれぞ

れの活用の手引き（案）をとりまとめ、公表していく。 

デモ稼働          チャージステーションハウス 
（国営昭和記念公園）        （国営武蔵丘陵森林公園） 

写真-1 自動芝刈り機 

図-2獣害対策技術活用の手引き（素案）目次 

図-1都市公園におけるドローンの導入用途と事例 

表-3 対象新技術毎の概要と導入手法についての検討・整理（抜粋） 


